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Abstract
The purpose of this study is an experiment in focusing the position of Michele Colomiatti in the
phase of introducing the Kindergarten in Italy, by analyzing his activities, as a director of teacher
training school, a supervisor of the kindergarten, an inventor of educational method and a school
inspector.
Looking at researches in the past, the studies on Colomiatti are not sufficient. Also, he is not as
known in the early childhood education history of Italy.
In this study, Iʼll discuss three points, his stance against researches on Froebel, his thought for the
kindergarten teachers and the kindergarten education, in comparisonwith A. Pick who is considered a
famous Froebel kindergarten introducer in Italy.
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研究目的
諸外国と同様イタリアの幼児教育においても、フ
レーベル幼稚園が導入され発展した時期があった。
1850年代後半から1900年代初頭にかけてである。
筆者はこの時期を、導入期、発展期、改革期のⅢ
期に分け、それぞれの期の特徴を論じてきた1)。導
入期は、フレーベル幼稚園導入までイタリアの幼児
教育を主導してきたアポルティ・メソッド（metodo
Aporti）の幼児院（asilo infantile）と並行してフレー
ベル幼稚園が展開された時期であり、発展期は、イ
タリア実証主義教育学的解釈を通してフレーベル幼
稚園が隆盛を誇った時期であり、改革期は、形骸化
し恩物主義に陥ったフレーベル幼稚園をフレーベル
思想に戻って変革しようとした時期である。
本稿に先立ち、筆者は「イタリアにおける幼稚園
導入期の一様相―A.ピックと女性活動家をめぐっ
て｣2)において、イタリア幼児教育史上フレーベル
導入の中心的人物として評価されているアドル
フォ・ピック（Pick, Adolfo 1829-1894）と彼を取り
まく人の女性活動家―マーレンホルツ＝ビュー
ロー（Marenholtz‒Bülow, Bertha von 1810-1893）、
アデーレ・レーヴィ（Levi della Vida, Adele 1822-
1915）、エーレナ・コンパレッティ（Raffalovich
Comparetti, Elena 1842-1918)―との間に交わされ
た書簡を読み解くことを通して、イタリアへのフ
レーベル幼稚園導入の一側面を明らかにした。イタ
リアにおいて通常、本格的なフレーベル幼稚園導入
はピックから始まるとされており、そのピックと最
初は協力関係にあったレーヴィが、そしてピック自
身もヴェネツィア（Venezia）に幼稚園を設立した
ため、ヴェネツィアがイタリア最初の幼稚園発祥の
地とされているのが定説である。しかしながら同
年、ヴェローナ（Verona）でも女子師範学校附属
幼稚園が設立されており3)、その中心となったのが
ヴ ェ ロ ー ナ 女 子 師 範 学 校（Scuola Normale
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1）拙著「イタリアにおけるフレーベル法受容についての一考察」日本ペスタロッチー・フレーベル学会紀要『人間教
育の探究』第4号、1991年。拙著『イタリア幼児教育メソッドの歴史的変遷に関する研究―言語教育を中心に―』風
間書房、2007年.
2）拙著「イタリアにおける幼稚園導入期の一様相―A.ピックと女性活動家をめぐって―」日本ペスタロッチー・フレー
ベル学会紀要『人間教育の探究』第24号、2012年.
3）Ravà, V., asilo d’infanzia, in Dizionario Illustrato di Pedagogia. Vol. I, 1892-1903, p. 88.
Femminile）校長のコロミアッティ（Colomiatti,
Michele）という人物であった。彼は当時の幼稚園
関係者の間で非常に影響力のあった人物であり、
ヴェローナもまた、1914年イタリア最初の幼稚園指
導計画草案に携わったパスクアーリ（Pasquali,
Pietro 1847-1921）によって「イタリアにおけるフ
レーベル主義の首都｣4) と呼ばれていたほどであ
る。パスクアーリは、後にフレーベル幼稚園改革か
ら独自のアガッツィ・メソッドを考案したアガッ
ツィ（Agazzi）姉妹の指導者でもある。
しかしながら、コロミアッティやコロミアッティ
が設立したヴェローナの幼稚園は、今日に至るまで
イタリアの幼稚園史の文脈において位置づけがなさ
れてこなかった。また、コロミアッティを研究した
文献は近年に至るまでなく、あるものは後にも先に
も	本のみである。また1892年から1903年にかけて
編纂されたイタリア最初の教育事典である『図説教
育 学 事 典』（Dizionario Illustrato di Pedagogia,
1892-1903）には、ピックの功績を説明する独立し
た項目はあるがコロミアッティの項目はない。事典
が編纂された時期は、フレーベル幼稚園が形骸化し
パスクアーリやアガッツィ姉妹らの幼稚園改革が始
まった時期であるため、言うなればフレーベル幼稚
園「導入期」の評価はこの事典に表れていると考え
ることができる。そうなると近年に至るまで、コロ
ミアッティの評価はほぼされてこなかったと言うこ
とができよう。
そのコロミアッティの教育的業績について研究さ
れている唯一のものは、ブッチによる1990年出版の
『幼児教育と科学的教育学―フレーベルからモン
テッソーリへ―』 (Educazione dell’ Infanzia e
Pedagogia Scientifica : da Froebel a Montessori,
1990)5) であり、その中でコロミアッティについて
論じられている。ブッチの研究は、教育同盟や教育
協会、教師養成という視点からフレーベル・メソッ
ドとモンテッソーリ・メソッドの広がりを明らかに
したもので、フレーベル運動にかかわる教育同盟の
一つとして、幼稚園設立当時からコロミアッティと
関係のあったイタリア教育同盟ヴェローナ・サーク
ル (Circolo‒Verona della Lega Italiana
dʼInsegnamento) の働きが論じられている。導入期
においてのピックやレーヴィとの比較の視点は論じ
られてはいないが、コロミアッティの教育業績を知
る貴重な研究である。
したがって本稿では、このブッチの研究と、限ら
れた文献ではあるが入手することができたコロミ
アッティの著書『ドイツ、スイス、イタリアの幼児
学校と小学校の作業と教授法 ―M.コロミアッティ
教授の考察と提言』（Il lavoro e la didattica nelle
scuole infantile e elementeri della Germania, della
Svizzera e dell’Italia, Considerazioni e proposte del
Prof. M. Colomiatti, 1869)6)、『幼児教育 ―中央視
学官サー・フェルナンド・ボシオ教授へのM.コロ
ミアッティの手紙』（L’educazione infantile. Lettera
di M. Colomiatti al cavalier Fernando professor
Bosio. R. Provveditore centrale, 1873)7)、『幼稚園と
小学校低学年に用いられるモノの命名法 ―サー・
M.コロミアッティ校長のヴェローナ師範学校附属
幼稚園と小学校低学年に行われた教師ジュゼッピー
ナ・バ ッ タ ジ ー ニ の 実 践』（Nomenclatura
Oggettiva ad uso dei giardini d’infanzia e delle classi
elementari inferiori. Lezioni pratiche fatte dalla
maestra Giuseppina Battagini nel giardino d’infanzia
e nelle classi elementari inferiori annesse alla R.
Scuola Normale di Verona sotto la direzione del Cav.
M. Colomiatti, 1875)8)を考察し、同時期のヴェネ
ツィアで活躍したピックとのフレーベル幼稚園導入
へのスタンスの違いを考察することから、イタリア
のフレーベル導入期におけるコロミアッティの位置
付けを試みる。
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4）Circolo‒Verona della Lega Italiana dʼinsegnamento, Bollettino n. XXVIII (12marzo 1893),Tip. Apollonio, Verona, p. 61,
in Bucci, Sante, Educazione dell’Infanzia e Pedagogia Scientifica : da Froebel a Montessori, Bulzoni editore, Roma, 1990,
p. 23.
5）Bucci, Sante, op. cit..
6）Colomiatti, M., Il lavoro e la didattica nelle scuole infantile e elementeri della Germania, della Svizzera e dell’Italia,
Considerazioni e proposte del Prof. M. Colomiatti, Verona, Tipografia di Francesco Apollonio, 1869.
7）Colomiatti, M., L’educazione infantile, Lettera di M. Colomiatti al cavalier Fernando professor Bosio. R. Provveditore
centrale, Verona, Stabilimento tipografico civelli, 1873.
8）Colomiatti, M.,Nomenclatura Oggettiva ad uso dei giardini d’infanzia e delle classi elementari inferiori, Lezioni pratiche
fatte dalla maestra Giuseppina Battagini nel giardino d’infanzia e nelle classi elementari inferiori annesse alla R. Scuola
Normale di Verona sotto la direzione del Cav. M. Colomiatti. Verona, Dalla Tipografia editrice di Francesco Apollonio,
1875.
先行研究の検討
イタリアでは、ブッチが自らの研究で述べている
ように9)フレーベル幼稚園導入期に焦点をあて詳細
に論じた研究はない。しかしながら、イタリア幼児
教育史の中でフレーベル幼稚園の導入が扱われてい
るものはいくつか存在している。ラヴァ（Ravà, V）
の「幼児院」（asilo d’infanzia, 1892-1903),10)、マッ
キエッティ（Macchietti, S. S.）の『政策と教育のは
ざまの幼児学校―アポルティ時代から今日まで―』
（La Scuola Infantile tra Politica e Pedagogia dall’età
aportiana ad oggi, 1986)11)、ディ・ポル（Di Pol,R. S.）
の『イタリアにおける幼児教育施設』（L’Istruzione
Infantile in Italia, 2005)12) である。
ラヴァの「幼児院」は、後に公教育相となるクレ
ダーロらによって編纂されたイタリア最初の教育学
辞典『図説教育学辞典』の	項目として作成された
もので、慈善的な託児施設の時代からフレーベル幼
稚園の時代までを扱っている。ヨーロッパ各地での
慈善的託児施設から教育的な幼児学校へ、そして幼
稚園の広がりについて記述され、幼稚園は従来まで
の託児所や幼児学校とは全く違った施設としてその
独自性を認める評価を行っている。しかしこれらの
記述の根拠となる出典が一切書かれていないのが難
点である。コロミアッティについては、レーヴィや
ピックと同年に13)、ヴェローナで幼稚園を開いたこ
とは一文で書かれているのみである。
マッキエッティの『政策と教育のはざまの幼児学
校―アポルティ時代から今日まで―』では、イタリ
ア統一後の国家政策の中で、フレーベル幼稚園導入
と共に幼児教育にも国家の目が向けられるように
なった過程を明らかにしている。マッキエッティ
は、国家の介入があったことによってイタリアの幼
児教育の質が高まったことを評価しているが、導入
期に関する記述は少なく、発展期に当たる実証主義
教育者の活動に重点が置かれている14)。導入期に関
しては、1869年ヴェネツィアに幼稚園が、そして
ヴェローナにも女子師範学校附属幼稚園が開設され
たことは記されているが、ピックやレーヴィ、そし
てコロミアッティの名前は記述されていない。マッ
キエッティはこの研究の中で、国の政策と幼稚園の
発展とのかかわりを論じているのにかかわらず、コ
ロミアッティの師ライネーリ（Rayneri, G. A. 1810-
1867）の名前は登場するが、視学官を務めるなど教
育省とのかかわりが深かったコロミアッティの名前
は記されていない。
ディ・ポルの『イタリアにおける幼児教育施設』
では、イタリアへのフレーベル思想導入からアガッ
ツィ姉妹の幼稚園改革までを	章を割いて取り上げ
ている。しかし、導入期は定説通りピックの活動と
思想に焦点が当てられている。コロミアッティにつ
いては、ヴェローナの師範学校校長を務めており、
1869年	月15)に附属小学校1年生にフレーベル・メ
ソッドを導入したこと、12月には附属幼稚園を開園
し、ピックと幼稚園の開園時期について争いがあっ
たことが書かれているにとどまっている。
イタリアへの幼稚園導入期そのものに焦点をあて
た研究は、アメリカ・ケンタッキー大学アルビゼッ
ティ（Albisetti, J）の「アルプスを越えるフレーベ
ル―イタリアにおける幼稚園導入―」（Froebel
Crosses the Alps: Introducing the Kindergarten in
Italy, 2009)16)がある。アルビゼッティはこの論文
で、カトリック国であるイタリアに、プロテスタン
ト国由来の幼稚園をユダヤ人運動家を始めとした
様々な人たちの手によって導入されていく過程を、
イタリア中に散らばる実践家一人ひとりを線で結ん
でいこうとする試みであるが、中心となる人物が絞
れておらず、イタリアの幼稚園導入期にかかわった
様々な人物の一時的な交流や関係の記述が多いため
明らかにしたい論点が分かりにくい。ここに多くの
人物は登場するが、コロミアッティについては触れ
られていないのは不思議である。しかしながらイタ
リア幼児教育史のフレーベル幼稚園導入という特殊
な分野の研究が、英語で世界に発信されている意義
イタリアにおける幼稚園導入期に関する研究
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9）Bucci, Sante, op. cit., p. 23.
10）Ravà, V., op. cit.
11）Macchietti, S. S., La Scuola Infantile tra Politica e Pedagogia dall’età aportiana ad oggi, editrice La Scuola, Brescia, 1986.
12）Di Pol, Sante, L’Istruzione Infantile in Italia, Marco Valerio, 2005.
13）実際はピックとレーヴィは幼稚園開園までに決裂し、レーヴィだけの開園になった。
14）Macchietti, S. S., op. cit., p. 57.
15）ブッチは、1868年から1869年の	年間の学校暦の間にフレーベル・メソッドを試験的に導入したとしている。Bucci,
op. cit., p. 29.
16）Albisetti, James C., Froebel Crosses the Alps : Introducing the Kindergarten in Italy, in History of Education Quarterly,
vol. 49, no. 2, History of Education Society, May 2009, p. 159-169.
は大変大きい。
アルビゼッティはこの論文の中で、今まで国際的
に見てもイタリアの幼児教育史はほとんど注目され
てこなかったことを述べている。そして1999年に出
版されたイタリア・パヴィア大学のフェッラーリ
（Ferrari, Monica）の論文「19−20世紀のイタリア
の就学前教育」（L’éducation préscolaire en Italie
aux XIXe et XXe siécles, 1999)17)をあげ、幼稚園導
入にかかわった重要人物の名前が抜けていたり間違
いが存在することを指摘している18)。フェッラーリ
の論文は、フランスの雑誌『教育史』（Histoire de
l’éducation）に掲載されたものであり、論文の概要
は仏、英、独語で作成されているいわば国際的な雑
誌である。しかしながら、非常に初歩的な誤記が目
立ち、イタリアの幼児教育史の定説を踏まえていな
い記述も見受けられるため、イタリア国内外でのフ
レーベル幼稚園導入のみならずイタリア幼児教育史
研究への関心の低さを垣間見ることができよう。
本研究では、幼児教育史におけるこのような空白
を埋めるために、イタリアにおける幼稚園導入期の
全貌を明らかにするための一つの試みとして、コロ
ミアッティの幼稚園導入期への位置付けを試みたい
と考える。
コロミアッティとその活動
ミケーレ・コロミアッティは、トリーノ（Torino）
のキエーリ（Chieri）に生まれた。コロミアッティ
についての唯一の研究書であるブッチの著書でも、
コロミアッティを取り巻く人物の生没年は記されて
いるが、コロミアッティについては生年も没年も記
されていない。このことからもコロミアッティがこ
れまでにもイタリアで注目されてこなかったことが
分かる。
ブッチの著書には、コロミアッティは神父であり
ライネーリ神父の弟子であったこと19)以外、1867年
ヴェローナに赴任するまでのコロミアッティの詳細
については書かれていない。そのため、他の文献の
断片を拾い集めてヴェローナに移るまでのコロミ
アッティのプロフィールを以下に記したい。
コロミアッティが師事したライネーリは、イタリ
ア統一前のピエモンテ（Piemonte）政府からの派
遣によって海外の幼稚園の視察を行い、公教育相に
幼稚園の素晴らしさを報告した人物である20)。ライ
ネーリは、フレーベル・メソッドがイタリアに導入
される前にイタリアで普及していた、アポルティ・
メソッドの考案者フェッランテ・アポルティ
（Aporti, Ferrante 1791-1858）の後、トリーノ大学
の教育講座を引き継いだ人物で21)、コロミアッティ
もトリーノ大学で教育法教授をしていたようであ
る。その後、ナポリの教員養成校校長、ヴィットリ
オ・エマヌエーレ寄宿学校校長を歴任している22)。
新生イタリアの初代公教育相デ・サンクティス（De
Sanctis, F.）が、財務省役人セッラ（Sella,Quintino）
への1861年の手紙の中で、ナポリの小学校のことに
ついて市当局からの返事を待っていること、〈私の
親友コロミアッティ〉23) が便宜を図ってくれるだろ
うと書いているため、ヴェローナに移る前から、コ
ロミアッティは新生イタリア政府にとって重要な人
物であったことがうかがえる。
そして1867年、コロミアッティは女子師範学校の
校長としてヴェローナに赴任する。ブッチは、コロ
ミアッティがそのころ、ピエモンテのしきたりに
従って、ドイツとスイスに視察旅行をしたのではな
いかと推測している24)。ピエモンテは、イタリア統
一を主導した国であり、統一後のイタリア政府も学
校制度や教育に関する法律などはピエモンテ政府の
影響を受けている。そして統一前後にピエモンテ政
府から、コロミアッティの恩師ライネーリの他にも
主だった教育者がドイツやスイスの教育視察に派遣
されており25)、ブッチはこのような事実と、1869年
に出版された『ドイツ、スイス、イタリアの幼児学
校と小学校の作業と教授法 ―M.コロミアッティ教
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17）Frrari, Monica, L’éducation préscolaire en Italie aux XIXe et XXe siécles, inHistoire de l’éducation, N. 82, 1999, LʼÉcole
maternelle en Europe. XIXe‒XXe siècles, p. 101-124.
18）Albisetti, op. cit., p. 159.
19）Bucci, op. cit., p. 29.
20）Ravà, op. cit., p. 88.
21）Agazzi, A., Problemi e maestri del pensiero e della educazione, III, La Scuola, Brescia, 1983, p. 349.
22）Ziuani, Pietro, Francesco De Sanctis e la riforma scolastica del 1861. Sette lettere inedite a Quintino Sella. in Rassegna
Storica del Risorgimento, anno LXXXV, Fascicolo III, luglio‒settembre 1998, Istituto per la Storia del Risorgimento
Italiano. P. 302. nota.
23）Ibidem.
24）Bucci, op. cit., p. 29.
25）Ravà, op. cit., p. 88.
授の考察と提言』の内容、そしてイタリア教育同盟
ヴェローナ・サークルの議長にあてたコロミアッ
ティの手紙の内容から、コロミアッティもピエモン
テ政府からドイツ・スイスの視察に派遣されたので
はないかと推測している。『ドイツ、スイス、イタ
リアの幼児学校と小学校の作業と教授法 ―M.コロ
ミアッティ教授の考察と提言』では、架空の教師バ
ルトロ（Bartolo）とその友人である教師マルコ
（Marco）の対話という形式を通し、ドイツでフォー
ゲル（Vogel）夫人が園長をしている師範学校附属
幼稚園を訪問し、そこでマーレンホルツ＝ビュー
ロー夫人が見守る中、子どもたちが遊びや作業に興
じている様子を描いている。粘土、庭での遊戯、恩
物のレッスン、切り紙、庭作業などに取り組む子ど
もたちの様子が、実に生き生きと描かれており、実
際に見た者ではないとここまで書けないのではない
かと思うほどである。おそらくブッチも同じように
思ったのだろう。また、イタリア教育同盟ヴェロー
ナ・サークル議長にあてた手紙には、「将来的には、
見せかけだけではない本当の教育的な学校を視察す
るために、ベルリンやジュネーブにまで行かなくと
もよくなるでしょう｣26)と書いており、コロミアッ
ティのただならぬ意気込みから、ブッチは実際にコ
ロミアッティの手紙を読んでドイツやスイスを視察
した者の言葉のように感じたのではないかと考え
る。実際1868年、イタリア教育同盟ヴェローナ・
サークルが、ミラノ男子師範学校校長ポッリ（Polli,
Sante）をドイツ、スイスのフレーベル幼稚園の視
察に派遣しており、彼が書いた公の書状を読んで刺
激を受けたコロミアッティが、1868年秋からの	年
間、女子小学校	年生にフレーベル・メソッドを実
験的に導入していること27)、そして、先の提言に登
場する架空の教師バルトロが、ポッリの書状に書か
れたドイツやスイスの幼稚園・小学校・師範学校の
様子を読んで感激し、ドイツとスイスの教育法をイ
タリアに取り入れる構想を友人マルコに熱弁をふる
うという内容になっている事実がある。ポッリの公
の書状は1868年刊行で、それを読んで刺激を受けた
コロミアッティが女子小学校にフレーベル・メソッ
ドを導入したのが1868年秋から1869年春にかけての
	年間である。コロミアッティが『ドイツ、スイス、
イタリアの幼児学校と小学校の作業と教授法 ―M.
コロミアッティ教授の考察と提言』を刊行するのが
1969年であるので、ポッリの書状を読んで刺激を受
けたコロミアッティが、女子小学校にフレーベル・
メソッドを導入する前後に自らもドイツとスイスへ
視察に赴き、帰国後すぐに「ポッリの書状を読んで
感動した教師バルトロが友人マルコにスイスとドイ
ツの教育を語り、イタリアにも同様の教育法を取り
入れる提案をする」という筋書きのエッセーの形式
をとった報告書を刊行したのではないかと推測する
こともできるだろう。
そしてコロミアッティは1869年12月、イタリア教
育同盟ヴェローナ・サークル後援のもとに、ヴェ
ローナで最初の幼稚園を開設した28)。この時のコロ
ミアッティの立場は女子師範学校校長であり、幼稚
園を師範学校の附属として設立している。コロミ
アッティは、附属幼稚園設立からヴェローナ・サー
クルとの関係で活動するようになったため、幼稚園
設立以降の活動は次章で考察する。
コロミアッティの思想とイタリア教育同盟
ヴェローナ・サークル
イタリア教育同盟ヴェローナ・サークルは、1869
年、「ヴェローナの教育（educazione）および訓練
（istruzione）の広報と革新」を目的として創設さ
れた。1865年イタリアに先んじてベルギーやフラ
ンスで教育同盟が作られ、これをまねる形で、
1868年秋のヴェローナの産業展覧会の閉幕にあわ
せて、最初は「民衆教育友の会」（Società di amici
dellʼistruzione popolare）として申請した29)。ヴェ
ローナ・サークルは、すぐさま規約を作り、図書館、
児童のための学校、大人のための公開コース、読み
方の教室などの設置を規定している。サークルの運
営は、会員の合議制になっていること、そして第
条には「サークルの活動は、いかなる論議的、政治
的、宗教的色彩も持たないこと｣30)と謳うなど、当
時にしては非常に民主的な運営方法であった。ま
イタリアにおける幼稚園導入期に関する研究
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26）Circolo‒Verona della Lega Italiana dʼinsegnamento, Bollettino n. V (31 agosto 1869), Tip. Apollonio, Verona, p. 123, in
Bucci, op. cit., p. 29.
27）Bucci, op. cit., p. 29.
28）Ibidem, p. 28.
29）Ibidem, p. 24.
30）Ibidem, p. 25.
た、ベルギーやフランスの国際教育連盟との協力態
勢で、1869年〜1898年まで機関紙を発行するなど、
国際的な面を持ったサークルでもあった。ヴェロー
ナ・サークルと前後して、イタリア教育同盟のサー
クルがイタリア各地に創設されていっている31)。
1870年〜1871年にはヴェローナ・サークルは、フ
レーベル幼稚園のほか、労働者の識字学校、民衆学
校、ドイツ語学校、フランス語学校、警備員養成の
学校、女性ための職業学校、身のこなし方学校、な
ど多くの学校を運営するようになる32)。また幼稚園
については、コロミアッティが1869年に設立したの
ち、1874年までにヴェローナ・サークルの下でつ
の幼稚園が建てられ、園児は約400人となった33)。
コロミアッティが校長をしていた女子師範学校
は、フレーベル主義幼稚園教師を養成する師範学校
であり、ブッチの評価によると34)、この女子師範学
校はアヴァンギャルドで、イタリア中の教員養成と
教員の再教育に影響を与えたとしている。コロミ
アッティは、実際の幼稚園の教育的運営は園長ジュ
ゼッピーナ・バッタジーニ（Battagini, Giuseppina）
に任しており、コロミアッティはバッタジーニの実
践をスーパーヴァイズするという形でかかわってい
た。
コロミアッティの教育法は、〈教育システム〉
（sistema pedagogico）と呼ばれ、つの基本概念
―教育的訓練、作業、快活さ（istruzione educativa,
lavoro, giovialità)―から成り立っていた35)。これは
コロミアッティの師ライネーリの『メソッドの基本
原理』（Primi principi di metodica）から影響を受
けたものとされているが、コロミアッティの〈教育
システム〉は非常に特徴的でヴェローナ・サークル
だけでなく、イタリア各地のイタリア教育同盟の
サークルの幼稚園教師たちのあいだに広まったよう
である。
〈教育システム〉は、フレーベル・メソッドをそ
のまま導入するのではなく、イタリアの教育現場に
適合したフレーベル・メソッドの教育活動を具体化
するための明確な概念と方法論を備えていた。コロ
ミアッティによると、〈教育システム〉のつの概
念のうち第	の「教育的訓練」にフレーベルのもの
と大きく違いがあることを書いている。
第	の概念「教育的訓練」では、コロミアッティ
は、カテキズムや聖書などの宗教教育と言語教育が
必要であると考えた。宗教教育は、大人になっても
迷信を信じるような不信仰を避けるためであった36)
が、ヴェローナ・サークルの規約に「サークルの活
動は、いかなる論議的、政治的、宗教的色彩も持た
ないこと」とあるのにかかわらず、神父であったコ
ロミアッティが教育的訓練の中にカテキズム等の宗
教教育をどうしても外すことはできなかったこと
は、アポルティ・メソッドでカテキズム等の宗教教
育を徳育の重要な項目として挙げていたように、従
来のイタリア幼児教育の枠組みからはみ出すことは
なかったと言える。
言語教育については、当時はまだイタリアが統一
されて10年そこそこの時期であり、国民の言語の統
一は国の最重要課題であった。統一まではイタリア
半島のそれぞれの国で異なった言語が話されてお
り、オーストリアから領土を奪還しイタリア国民と
しての結束を高めるためにも、言語の統一は必須の
ことであった。コロミアッティがヴェローナに幼稚
園を創立した前年の1868年は、公教育相ブロリオ
（Broglio, Emilio 在位 1867-1869））が文豪マンゾー
ニ（Manzoni, Alessandro 1785-1873）にすべての国
民へのイタリア語の普及の方策を提案する任務を託
し、マンゾーニは「言語の統一とその普及の方法に
つ い て」（Dellʼunità della lingua e dei mezzi
diffonderla)37)という報告書をまとめている。フ
レーベル主義幼稚園導入までイタリアの幼児教育の
中心的存在だったアポルティ・メソッドでも、名称
練習（nomenclatura）と呼ばれる言語教育はメソッ
ドの中心であったが、コロミアッティの「教育的訓
練」でも名称練習が重要な部分となっている。コロ
ミアッティの指導のもと、幼稚園での名称練習の実
教育学論究 第
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31）Ibidem, p. 26.
32）Ibidem, p. 27.
33）Ibidem, p. 10.
34）Ibidem, p. 28.
35）Ibidem, p. 32-35. このつの概念は、1869年のコロミアッティの著作に原型が登場している。「作業」と「快活さ」
は同じであるが「教育的訓練」は「よい教授法」（i buonimetodi dʼinsegnamento）となっている。Colomiatti, op. cit.,
1869, p. 28.
36）Colomiatti, I giardini d’infanzia di Verona. Lettera alla signora F. Zambusi Dal Lago, Civelli, Verona, 1872. in Ibidem,
p. 32.
37）Manzoni, A., Dell’unità della lingua e dei mezzi diffonderla, relazione al Ministro della Pubblica Istruzione, 1868.
践報告が園長バッタジーニによって報告されてい
る38)が、コロミアッティはこの幼稚園で名称練習の
指導を年しており、この名称練習が今までの幼児
院での名称練習と違って実践的具体的で、他のモデ
ルになるとの自負を示している。コロミアッティが
架空の教師バルトロを通して語っていた、ドイツの
フォーゲル夫人やスイスのポーチュガル
（Portugal）夫人の幼稚園などで行なわれていた歌
と名称練習を組み合わせた方法や、小学校で行われ
ているモノやデザイン、印刷物などの具体物を用い
ての名称練習の方法にインスピレーションを得て実
践していたようである。実際、女子師範学校附属幼
稚園と小学校でコロミアッティが指導法を指導して
いた名称練習の具体例が、詳細にバッタジーニの報
告に書かれている内容がそれを物語っている。コロ
ミアッティの説明によると、この時期のアポルティ
幼児院での名称練習は、モノの名称だけを教えるよ
うな形式的なものになり下がって来ており、コロミ
アッティは幼稚園及び小学校で名称練習を行う際の
留意事項もかなり具体的に12項目にわたって説明し
ている。
〈教育システム〉のうちの番目の「作業」につい
ては、機械的な形式や細部にこだわった方法を拒否
しているが、おおむねフレーベルの作業をとりいれ
ていた。コロミアッティは中央視学官ボシオ
（Bosio）に宛てた手紙の中で、アポルティ幼児院と
フレーベル幼稚園の評価を行っているが、フレーベ
ル・メソッドの欠点として「幾何学的に種をまかれ
た土の上を歩くよう子どもに強要している」と表現
している39)。
番目の「快活さ」については、コロミアッティ
は特に音楽を重んじたようである。フレーベルが
行っていた歌遊びが幼稚園の遊びからなくなってし
まっていることを嘆き、「我々国民の天性にとって
根源的で適した歌｣40) が今の我々の幼稚園に必要だ
と述べている。コロミアッティは自ら子どもの歌を
作詞作曲し、バッタジーニ園長が子どもたちに指導
していたようである41)。歌の内容は、子どもたちの
日常生活の中で発見される事物や現象を描いてお
り、このような歌を通して子どもたちに正しいイタ
リア語の名称を教える名称練習としていたと考えら
れる。コロミアッティから名称練習の指導を受けて
いたバッタジーニ園長の実践には、子どものヴェ
ローナ方言を正しいイタリア語に直すくだりがあ
り42)、韻を踏んだ美しいイタリア語の歌詞を歌うこ
とによって子どもたちが正しいイタリア語を身につ
けるようにしていたことは、後のアガッツィ・メ
ソッドを彷彿とさせる。
ブッチによるとコロミアッティの〈教育システ
ム〉は、イタリア教育同盟の各地のサークルに広が
り、特に1870年から1874年にかけて国の後援を得て
コロミアッティが毎年ヴェローナで開催した「フ
レーベル会議（Conferenze Froebeliane）」によっ
てさらに普及が進んだこと、そして1875年、コロミ
アッティはソンドリオ（Sondrio）の視学官に任命
され学校の仕事から退くが、彼の影響力は大きく
〈教育システム〉は弟子たちに引き継がれていっ
た43)。
コロミアッティの幼稚園導入期の位置付け
以上のことを踏まえて、イタリアへの幼稚園導入
期におけるコロミアッティの位置付けを試みる。
ここでは、筆者がすでに考察した論文「イタリア
における幼稚園導入期の一様相 ―A.ピックと女性
活動家をめぐって―」でのピック像と本稿で考察し
たコロミアッティ像を比較することによって位置付
けの試みを行う。
まずピックが幼稚園を開設するまでのプロフィー
ル44)に簡単に触れ、ピックとコロミアッティの比較
を、〈フレーベル研究に対するスタンス〉、〈幼稚園
教師についての考え方〉、そして〈幼稚園の教育内
容〉から考察する。
ピックは、ボヘミアの貧しいユダヤ系の家庭に生
まれ、オーストリア＝ハンガリー戦争に志願するが
捕虜となりイタリアに送られた。イタリアでドイツ
語教師をする中でフレーベルの思想に出会い、同じ
くユダヤ系のイタリア人レーヴィ夫人とイタリア最
初の本格的な幼稚園を創設する計画を立て、マーレ
イタリアにおける幼稚園導入期に関する研究
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38）Colomiatti, op. cit., 1875.
39）Colomiatti, op. cit., 1873, p. 5.
40）Colomiatti, op. cit., 1872, p. 10-11, in Bucci, op. cit., p. 34.
41）Bucci, op. cit., p. 35.
42）Colomiatti, op. cit., 1875, p. 2.
43）Bucci, op. cit., p. 10.
44）拙著2007年、p 109のピックのプロフィールと、拙著2012年の論文から要約した。
ンホルツ＝ビューローからそのための助言をもらっ
ている。しかし仲違から人は決裂し、ヴェネツィ
アにそれぞれ別々の幼稚園を開設した。レーヴィが
1869年「聖使徒幼稚園」（Giardino dei SS. Apostoli）
を、ピックが1871年「ヴィットリーノ・ダ・フェル
トレ幼稚園」（Giardino Vittorino da Feltre）を開設
している。
．フレーベル研究に対するスタンス
ピックは、幼稚園運営や幼稚園思想の普及に務め
る傍らドイツ語教師として生計を立てており、ドイ
ツ語には堪能であった。それには、ピックがフレー
ベル思想に出会ったのがドイツ語研究の中でであっ
たということ、そしてマーレンホルツ＝ビューロー
から、フレーベルや彼女自身の著作、そしてフレー
ベルに関するドイツ語の記事をイタリア語に訳して
ほしいとしきりに依頼されていたこと45)、また自分
の著作の中でオーストリアの教育者のドイツ語の著
作を紹介していた46)等の事実が分かっており、ピッ
クがフレーベルのドイツ語原典からフレーベルの思
想を学んだことは間違いない。
一方コロミアッティは、フレーベルの著作をフラ
ンス語訳で読んでいる。フレーベルの代表作『人間
教育』のイタリア語版の出版は1888年まで待たなけ
ればならず、ピックやコロミアッティの時代は、フ
レーベルの著作をドイツ語で読むことができなけれ
ばフランス語訳に頼るしかなかった47)。フランス語
訳がフレーベルの言葉にどれだけ忠実に訳出されて
いるのか現在調べる手立てはないが、マーレンホル
ツ＝ビューローがピックに送った手紙に、「フラン
ス語の翻訳はラフすぎて不十分であり、特に『人間
教育』の訳は大事なところを抜かしてしまっていま
す。…略…原典（筆者注・ドイツ語）に代わるもの
はありません。｣48)と書いている。この手紙の日付
は1869年月であり、マーレンホルツ＝ビューロー
はこのフランス語の翻訳者を「私の女友達クロンブ
ルゲ（Crombrugghe）」としており、この翻訳書が、
コロミアッティが読んだ1859年ブリュッセルで刊行
された Hachette版と同一であるかどうかは定かで
はない49)が、思想家を研究するにはその思想家の言
語で書かれたオリジナルから学ばなければならない
という真実は過去も現在も同じであろう。
．幼稚園教師についての考え方
ピックは、マーレンホルツ＝ビューローと密接な
親交50)を結んでおり、ピックがレーヴィと開設しよ
うとしていた幼稚園、そして後に自ら開設した幼稚
園の園長に、マーレンホルツ＝ビューローの教師養
成校を卒業したドイツ人教師を据えている。また園
長だけではなく、優秀でイタリア語も話せるドイツ
人教師の派遣をしばしばマーレンホルツ＝ビュー
ローに要請したり、後にはピックの下で働くイタリ
ア人教師をドイツのケラーの教師養成校に留学させ
たりするなど、ピックは自らの幼稚園では「ドイツ
の本場仕込み」の教師を求めていたことが分かる。
ピックは、マーレンホルツ＝ビューローからイタリ
アでフレーベル教師養成校を作る提案がなされてい
たが、養成コースでフレーベルについての講義を依
頼されたり運営を任されたりすることはあっても、
自らが養成コースや養成校を主宰して積極的に教員
養成にかかわることはなかった。
一方コロミアッティは、フレーベル教師養成に積
極的に関わっていたことは明白である。単にヴェ
ローナ女子師範学校の校長を務めていたということ
だけではなく、既にみたように、彼の〈教育システ
ム〉は、だれもがフレーベル幼稚園の実践を現場で
適切に行うことができるような言わば「マニュア
ル」のようなものであり、フレーベル会議などを通
してイタリア教育同盟の各サークルに普及させたこ
とはこのことを物語っているだろう。また、コロミ
アッティは養成校で、生徒たちに幼稚園コースだけ
ではなく小学校コースにも参加するよう義務付けて
いたり、一日の終わりには自らの実践の振り返りを
させたり、すぐに現場で適用できる実践的な養成カ
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45）マーレンホルツ＝ビューローからピックへの手紙（7 settembre, 1869/3 gennaio, 1870）拙著2012年、p. 7.
46）Pick, A., Il giardino‒scuola. Saggi di una riforma delle scuole elementari, in La Educazione Moderna, Ditta G. B. Paravia
e comp., Torino, 1883, p. 6. p. 28. Il lavoro manuale nelle scuole elementari. Saggi di riforma delle scuole elementari, in
Ibidem, p. 47. in拙著2007年、p. 85.
47）拙著2007年、p. 86.
48）マーレンホルツ＝ビューローからピックへの手紙（Berlino, 20/2/1869）in Gasparini, Adolfo Pick, vol. III, parte II,
edizioni del centro didattico nazionale di studi e documentazione, Firenze, 1970, p. 8.
49）Bucci, op. cit., p. 45, nota.
50）ピックとマーレンホルツ＝ビューローの親交は拙著2012年から要約した。
リキュラムを巧みに組み効果をあげていたようであ
る51)。そしてコロミアッティが架空の教師パルトロ
の口を借りて語らせた、ドイツやスイスで行ってい
るような養成校修了時の資格試験を課すことも取り
入れ52)、質の高い教員養成を行い、彼の養成校を卒
業した教師たちはイタリア中に散って幼稚園を創設
している53)。
．幼稚園の教育内容
ピックの幼稚園での教育内容は、当時のオースト
リアに見られたような幼稚園と小学校を連携した
「学校園」（giardino‒scuola）を構想している。幼稚
園を小学校の準備教育の場とするのではなく、小学
校を幼稚園のように生活や自然を大切にし、小学校
から「言語主義や抽象を排除｣54)しようとした。そ
のため、ピックの幼稚園では、名称練習などの知的
教育は排除し、自由な遊びを重んじていた。
一方コロミアッティは、フレーベル思想をイタリ
アの現状に合うように変え、名称練習を含む〈教育
システム〉をフレーベル会議や教員養成を通して普
及させていったのは既に見た通りである。コロミ
アッティは、教師養成で幼少の連続性を重視したプ
ログラムを組んでいたが、小学校	年での読み書き
の学習につながる名称練習を幼稚園で行っており、
国の政策である「言語の統一」という観点からみれ
ば、国の方針に合致しながらも幼児に無理のない方
法（歌を取り入れたり、具体物を示して会話形式で
行うなど）で行っていたと言える。
今後の課題
以上のようにピックとの比較を通して見えてきた
ことは、コロミアッティが国に近いところにいたた
め、良くも悪くも国の枠組みの中で活動したことで
ある。フレーベル幼稚園としてのマイナス面は、マ
ニュアル化された名称練習など、本来のフレーベル
幼稚園にはない知育面が強調されたことであるが、
コロミアッティは言語主義や抽象主義に陥らない様
に教授内容や方法論を工夫していることが分かる。
見方を変えればこのマイナス面は、当時のイタリア
では国策に沿ったプラス面として、国や教師たちに
受け止められていたのだろう。
プラス面は、女子師範学校校長として安定した地
位のもとで、資金の心配をすることなくフレーベル
研究に関するさまざまな取り組みができたことであ
る。このことは公的な援助がなくドイツやスイスに
視察に行ったり、私財を投じて幼稚園を創設し、将
来園長候補のイタリア人教師をドイツに留学させた
りなどして、しばしば資金難を市に訴えていたピッ
クとは違う点である。マーレンホルツ＝ビューロー
からピック宛の手紙に、国主導の教師養成校の開設
や、幼稚園委員会や幼稚園協会の支部を設けてほし
いと言う要請が書かれていたが、ピックがなかなか
着手できなかったのは経済的な要因があったことが
考えられる。
マーレンホルツ＝ビューローが、1872年末にコロ
ミアッティの幼稚園を訪れて満足げだった55)と、イ
タリア教育同盟ヴェローナ・サークルの資料に残っ
ている。コロミアッティは、フレーベル会議を開催
したり、養成コースを開催する時には国や市が後援
していたことは既にみたが、マーレンホルツ＝
ビューローが女子師範学校の附属幼稚園を訪問し
て、師範学校での幼稚園教員の養成、イタリア教育
同盟という大きなフレーベル教師組織がバックにあ
るということ、そしてマーレンホルツ＝ビューロー
が幼稚園を訪問した1872年はヴェローナで国が後援
しているフレーベル会議が1870年から継続して開か
れている様子などを知ったためであることが考えら
れるが、保育内容はともかくとしてマーレンホルツ
＝ビューローが望んでいたフレーベル組織の形を整
えたのはコロミアッティであったのかもしれない。
本稿では不十分ではあるが、イタリアのフレーベ
ル幼稚園導入期におけるコロミアッティの位置付け
を試みたが、今後に残された課題がいくつかある。
	つは、コロミアッティの教育思想をさらに詳し
く分析し、思想面の位置付けをすることである。今
回はコロミアッティのフレーベル幼稚園導入の活動
面からの位置付けが中心であったが、当時フレーベ
ル・メソッドを受け入れながらもアポルティ・メ
イタリアにおける幼稚園導入期に関する研究
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51）Bucci, op. cit., p. 38-41.
52）Colomiatti, op, cit., 1873, p 26, 29.
53）Bucci, op. cit., p. 38-41.
54）Pick, prefazione, in op. cit., p. XV. in拙著2007年、p. 100.
55）Circolo‒Verona della Lega Italiana dʼinsegnamento, Bollettino, n. XIII (24 dicembre 1872, Tip. Apollonio, Verona, p. 61,
in Bucci, op. cit., p. 31.
ソッドの名称練習を残した混合メソッドが流行して
おり、コロミアッティの幼稚園がそれらと一線を画
するのは何なのか。
つ目は、コロミアッティとピックの関係であ
る。既に述べたように、コロミアッティとピックの
間に幼稚園開園時期についての争いがあったこと
が、ディ・ポルの前掲書に紹介されているが、コロ
ミアッティが「どちらが先と言うことではなく、幼
稚園普及のために力を一つにすることがいいのでは
ないか｣56)という旨のことを書き送った以上のこと
はわからない。しかしピックがレーヴィと共に開設
しようと計画を立てていた「聖使徒幼稚園」（結果
的にはピックとレーヴィは開園の前日に決裂し、
ピックは幼稚園から手を引くことになるが）は1869
年11月に、コロミアッティは12月に開園するため、
ここに至るまでも何らかの交流あったのかは不明で
ある。ピックは、中央視学官ボシオにあてた幼稚園
に関する報告書のなかで、「レーヴィとは意見が合
わなくなり現在は運営から退いているが、1869年最
初に開園した聖使徒幼稚園には自分がかかわってお
り、ベルリンから園長を招いたこと、ヴェローナの
コロミアッティやミラーノのデ・カストロは、私と
話し合って自分たちの幼稚園を設立した｣57)という
旨のことを書いている。
今後は以上の点について研究を進め、さらにイ
タリアにおける幼稚園導入期を明らかにしたい。
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